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1 はじめに

近年，オフィス環境を改善することにより，執務者の

知的生産性，創造性，およびストレスの軽減などが期待

されている 1) ．その中でも我々は光環境に着目し，各執

務者が要求した明るさを実現する知的照明システムの研

究を行っている 2) ．

光環境を構成する要素には照度や輝度などがあり，そ

れらを考慮することで執務者の快適性が向上する 3) ．特

に，人の目に入ってくる光の量を表す輝度は，ディスプ

レイの出力内容により大きく変化する 4) ．そのため，快

適に執務を行うには，作業内容に合わせ，輝度を制御す

る必要がある．

そこで，輝度を計測できる輝度計やカメラを用い，執

務者の視野内輝度分布を評価することにより，快適な光

環境を提供する知的照明システムが提案された 5) ．しか

し，輝度計測器やカメラを用いる場合は，調達および設置

に手間がかかるため，実オフィスへの導入において現実

的ではない．そこで，本研究ではこれらの先行研究を踏

まえ，実オフィス導入の際に必要となる輝度計測を，輝

度計を用いずに行う手法を検討する．

2 知的照明システム

知的照明システムは，任意の場所に必要な明るさを実

現する照明システムである．Fig. 2 に示すように，照明

器具，照明制御装置，照度センサおよび電力計を繋ぐネッ

トワークから構成される．執務者が目標照度を設定する

と，照明は人に感知されない範囲でランダムに光度を変

化させ，適切な照度を実現することができる．

Fig.1 知的照明システムの構成

3 輝度を考慮した照明制御システムの構築

3.1 提案手法の概要

本手法では，バックライトの明るさを用いて，PC画面

の輝度を計算する．あらかじめバックライトの明るさと

輝度の対応付けを行い，バックライトの明るさから輝度

値を算出する．また，画面輝度と選好照度の関係を明ら

かにする．

3.2 バックライトの明るさと輝度値の対応付け

本実験では，明るさを 0 ％から 100 ％までの 21 段階

で調節が可能なノート PC を用いた．ディスプレイには

白色の画面を表示し，PC画面の輝度値を計測した．Fig.

2 に輝度計測実験で使用した PC のバックライトと輝度

の関係を示す．

Fig.2 ディスプレイのバックライトと輝度の関係

3.3 画面輝度と選好照度の関係

執務者が最も快適に PC 作業を行うことができる照度

（選好照度）を求める．調光可能な白色蛍光灯 15 灯を用

いて，机上面に 300 lxから 1000 lxまで提供できる実験

環境を構築した．被験者は，ディスプレイを見ながら照

明の明るさを調光し，選好照度を選択する．実験風景を

Fig. 3示す．

Fig.3 実験風景

なお，ディスプレイのバックライトの明るさは 0％，25

％，50％，75％，100％の 5つの段階で行なった．Fig.

4に選好照度計測実験の結果を示す．
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Fig.4 選好照度と近似曲線

次に，現在のディスプレイの輝度から，選好照度を算

出するための回帰曲線の式を Fig. 4から求める．選好照

度算出式の一般式と，被験者 A の式を式 (1)，式 (2) に

示す．

Bt = x× Ld
y (1)

Bt = 307.08× Ld
0.0081 (2)

Bt :選好照度，Ld：ディスプレイの輝度

3.4 制御の流れ

バックライトの明るさから輝度値を算出し，その時の

選好する照度を目標照度として知的照明システムに与え

ることで，快適な光環境を実現する．3.2節，3.3節の結

果を用い，輝度を考慮した知的照明システムの流れを以

下に示す．

まず，現在のバックライトの段階を PC側から取得し，

Fig. 2 に示した対応関係をもとにディスプレイの輝度を

算出する．次に選好照度計測実験で求めた回帰曲線を基

に，ディスプレイの輝度から選好照度を求める．そして，

求めた選好照度を知的照明システムにおける目標照度と

し，執務者に適切な照度を提供できるよう制御する．

4 動作実験

4.1 実験概要

本提案手法を用いて動作実験を行なった．バックライ

トの明るさから輝度値を算出し，その時の選好する照度

を目標照度として知的照明システムに与えることで，快

適な光環境を実現する．

調光可能な照明 15灯と照度計測が可能な照度センサ 1

台を，Fig. 5のように実験環境を構築した．

初期設定として，ディスプレイのバックライトは 50

％とし，システムを実行してから 200ステップ後に，バッ

クライトの明るさを 15％に下げた．なお，1ステップは

2秒である．

4.2 実験結果

照度履歴を Fig. 6に示す．Fig. 6より，ディスプレイ

の輝度が変更された時に目標照度が変更され，現在照度

が選好照度に収束したことが確認できた．この結果から，

ディスプレイの輝度が変動した場合でも，執務者の選好

する照度を提供することができた．

Fig.5 実験環境

Fig.6 照度履歴

5 今後の展望

輝度は色によって変化するため，今後はディスプレイ

の輝度を算出する際に画面の色を考慮する必要がある．

今回の実験では，PC画面を白色とし，その輝度から目標

照度を決定した．しかし，執務者が作業を行う際，必ず

しも白い画面を見ているとは限らず，バックライトの段

階が同じであっても画面の色によって輝度は変化してし

まう．よって，執務者が見ているディスプレイの色も考

慮して制御を行う必要がある．

現時点で検討しているディスプレイの色取得方法は，ま

ずバックライトの明るさと PC 画面のスクリーンショッ

トからディスプレイの平均輝度を算出する．算出した輝

度値から，執務者の好む照度を実現するような照度制御

手法を検討していく．
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